
。
ねたくしたち旬、判曲川と手貸主召にかこまれ畠的とf.!5!!に，.

ぐく号畏れたII係予町市民です.
わた〈したち，.‘田園tI筒文化居市をめざす市民としての明

り伎もち.明日へのぬいをこめて. ここに市民事国を定めます.
水と時と土のにおL¥f)‘いっぱいの 鐙みよいあUこにします

vと怖をきたえ 笠さ笠をと働き伸UゆくあUこにします
老人を大切にレ 子どもの夢を商't: Sit立勾あUこ!こします
ふるさとを畳し 文化宅高め 置のはあUこにしまV
みん匁で区しあいさまりぞ守り明るいあUこにします

毒憲民市

:lA~ミ:
No.7921990年(平成2
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自
然
を

生
か
し
た
森

「
市
民
の
森
」は、

手
錠
沼
が
眺

望
で
き
る
間
発
戸
の
台
地
約
2
・

5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
護
側
。
市
民
的

皆
さ
ん
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
殺

し
み
な
が
ら
森
を
育
て
、
市
内
に

残
る
締
地
を
保
全
し
て
い
毛
ヲ
と

い
う
も
の
で
す
.

線
的
中
は
、
一
惜
識
に
お
お
わ
れ

た
自
然
の
ま
ま
の
延
長
約
5
0
0

メ
ー
ト
ル
の
倣
鍛
路
が
巡
り
、
四

季
の
自
然
の
変
化
を
梨
し
み
な
が

ら
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
・

ま
た
、
散
策
路
町
途
中
に
は
4
か

所
内
広
場
を
政
担
.

ハ
リ
ギ
り
の
大
木
を
ン
ン
ポ
ル

日時:11月17日出・ 18日(日)

午前10時から午後 4時

場所.アビィホール/イトーヨーカド-¥
1我孫子庖3階 / 

と
す
る
「
ハ
リ
￥
リ
広
場
」
は
、

休
惣
の
ほ
か
、
市
民
的
採
に
つ
い

て
の
学
習
や
観
察
会
内
集
合
場
所

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
.

森
町
中
で
最
も
広
い
「
ア
カ
マ

ツ
広
幼
」
で
は
‘
弁
当
を
広
げ
て

食
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
.
森
町
中
央
に
は

『
Y
ラ
カ

y
広
場
ヘ
手
賀
沼
が
眺
め
る
「
展

望
広
場
」
も
あ
り
ま
す
・
そ
し
て

広
場
や
放
策
路
脇
に
は
、
丸
太
の

ス
ツ
ー
ル
や
ベ

ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル

を
設
置
し
、
練
町
中
で
の
い
こ
い

の
場
を
縫
供
し
ま
す
.

野
鳥
や
野
草
も

豊

富

市
民
的
森
円
盤
側
に
あ
た
っ
て

市
で
は
、
都
と
班
に
自
然
環
境
・

純
生
鳥
類
・
ほ
乳
矧
・
昆
虫
傾

向
各
制
査
を
尖
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
.
リ
J

ラ
カ

ソペ
ヒ
ノ

キ
、
ハ

リ
ギ
り
、
コ
ウ
ゾ
、
な
ど
の

倒
木
や
ヤ
マ
ユ
リ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ

な
ど
の
野
草
等
、
約
2
0
0
栂・

ま
た
、
イ
タ
チ
‘
ウ
サ
ギ
な
ど
の

動
物
や
多
〈
の
明
鳥
、
昆
虫
な
ど

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
四

半
折
有
に
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
.

な
お
、
こ
の
森
は
所
有
者
向
好

意
に
よ
り
‘
市
が
陥
リ
受
け
て
箆

出
制
し
た
も
の
で
す
.

市
で
は
今
後
も
、
賊
さ
れ
た
級

池
町
保
全
を
め
ざ
し
‘
市
内
各
地

に
所
有
者
向
協
力
を
得
て
‘
「
市
民

内
線
」
向
箆
備
を
進
め
て
い
き
ま

す。

11月18日(日)午前 9時30分

国式典終了 後 、白熊観察 会 を

開(!liしますので、多くの方的

参加をお待ち してます.

なお、駐車場がありませ ん

ので事での来場はご逮慮 く だ

さし、.

利
用
さ
れ
る

方

へ

市
民
的
森
は
、
自
然
的
し
く
み

を
学
問
し
、
体
験
で
き
る
場
と
し

て
盤
側
し
た
も
円
で
す
。

森
の
自
然
を
守
り
育
て
、
皆
さ

ん
が
気
持
ち
よ
〈
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
こ
と
を
守
リ
ま
し
ょ

‘
《

y
.A

自
転
車
等
の
乗
り
入
れ
は
し
む

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

企
タ
バ
コ
や
火
の
使
用
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

A
品
目
叫
物
や
昆
虫
な
ど
を
係
取
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

A

届
散
策
路
以
外
は
む
や
み
に
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

企
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
・

まつり
11月17日・ 18日

中央公民館

17日(土)・共進会出品物受:1寸
18日(日)・終産物即売10:00-14:00

・出品物即売予約正午-13:00 

. J:I， ;[I~相殺コーナー 10:0か 14:00

農政課

午前 9時から炉日時

帳場所

炉内容

砂問い合わせ

341 立す反対絶同川米軍 機 使の基 jι下総
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釘
り

E
L点

消
)
ま
で
に
我
弥
子
1
6
8
4
救

み
ん
よ
の
た
的
し
G
走
っ

τ

育
袋
詰

高

へ

郵
送
ま
た
は

4

-

-d

，
I

1

1

4

・

4

1

a

持
参
・

参
加
賀
は
、
千
業
銀
行
我

山
制
叩
山
周
年
記
念
射
殺
の
一

m

v期
日

ロ

月
2
日
(
白
)
、
雨
天
た
方
③
少
年
は
昭
和
灯
年
4
月
2

孫
子
支
広
普
通
航
金
口
些
番
号
2

と
し
て
、
山

内

縦

断

駅

伝

大

会

を

決

行

日

か

ら

昭

相

印

年

4
月
1
日
ま
で

2
I
9
4
4
3
我
孫
子
市
内
縦
断

山
川
し
ま
す
。

V
受

付

午

前

8
時
、
開

会

式

に

生

ま

れ

た

方

駅

伝

大

会

実
行
委
員
会
事
務
局
代

日凶刷、

M
M

え
た
他
仰
で
皆
さ
ん
午
前
8
時
鉛
介、

銭
技
開
始
午

V
出
場
チ
l
ム

男

子

6
人
l
組

表
羽
田
助
へ
。

山
市
し
く
走
っ
て
A
ま
せ
ん
か
。
多

M
M
9
時
、
閉
会
式
午
前
日
時
初
(
補
欠
3
名
)
司
女
子
5
人
1
組
出
申
し
込
み
後
の
返
金
は
、
い
っ

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い

ま

す

・

分

(

補

欠

3
名

)

さ

い

い

た

し
ま
せ
ん
。

V
会
場

手
山口
沼
公
聞
広
場

V
褒
形
規
定
各
部
門
1
位
か
句

V
備
考
①
必
ず
飽
脱
鈴
断
を
ヲ

'
区
間
手
引
池
公
図
駐
耶
場
前

6
位
ま
で
そ
の
ほ
か
参

加

笥

け

て

異

常

の
な
い
こ
と
を
硝
認
し

(
ス
タ
ト
)
か
ら
布
佐
高
校
グ

V
参

加

費

一

般

商

校

1
チ
i

て
く
だ
さ
い
②
競
校
中
的
事
般
に

ラ
ウ

ン
ド
(
ゴ

l
ル
)
ま

で

男

子

ム

2
0
0
0
円
、
中
学
1
チ
l
ム
つ
い
て
は
、
応
急
処
慌
を
主
催
者

6
区
間
〈
凶

-
7
M
M
U
、
女
子
5

1

0

0
0
同

側

で
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
の

区
間
〈

u
・
4
N〉

V
申
し
込
み
方
法
所
定
的

申

し

責

務

は
お
い
ま
せ
ん。

V
樋
自
一
般
男
-
女
の
郎
、
官向
込
み
用
紙
(
市
民
体
育
館
教
育

V
主
悩
敏
育
委
貝
会

・
市
体
育

校
男
女
向
郎
、

委
貝
会
に
用
意
)
に
、
チ

l
ム
名
、
協
会

中
学
男

女
内
部
、
氏
名
‘
年
齢
‘

住
所
、
電
甑
番
号
曹
問
い
合
わ
せ
教
育
要
民
会
休

曹
参
加
資
格
①
を
明
記
し
、
日
月
日
日
(
木

・

必

育

課

雪
(
邸
)
司A
I
S
-

年
齢
は
平
成
2
年

4
月

1
日
を
基
増

と
す
る
②
成
年
は

昭
和
叩
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ

ゴー1"
61!1.12クヲヴ"

区間 男女 n! 鯉

1 区 IJl 3.6J..m 

2 区 ~I 2.3L個

l 区 "9: 2.6弘司

3 区 ~I 
2晶"訓2 日 止

4 区 リ』
3.Skm 

3 区 女

5 I! 男
2.?km I 

4 区 女
'-ーーーーーー

6 s 91 
2.5¥..伺s 医 女

引

件

の

火

災

こ

の
機
会
に
も
う
一
度
火
の
取

1
億

余

円

が

灰

に

り

扱

い

方
に
注
意
し
、
見
直
し
て

日
月
9
日
(
金
)
か
ら
同
日
(
木
)
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
で
全
国

一
斉
秋
の
火
災
予
防
巡
@
火
災
予
防
、

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

助
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

①
寝
た
ば
ニ
や
た
ば
こ
の
投
げ

時
い
生
命
や
財
底
を
な
く

す

火

怜

て

を
し
な
い
。

災
は
今
年
す
で
に
別
件
発
生
し
I

②
一子
ど
も
は
、

7
y
チ
や
ラ
イ

他
4
0
0
万
円
が
灰
に
な

っ

て

し

タ

l
で
遊
ば
せ
な
い・

ま
い
ま
し
た
。
主
な
出
火
原
因
は
、

③

風

向

強

い
と
き
は
、
た
き
火

た
き
火
、
天
よ
ら
油
、
子
ど
も
の

を
し
な
い
。

火
遊
び
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

④

天

ぷ

ら

を

防
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
.

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

⑥
ム
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

H
月
9
日
は
、

1
1
1
9
番
の
日
」

「
1
1
9
番
」
へ
通
報
す
る
と

き
は
次
の
こ
と
を
は

っ
き
り
と
伝

- ll F.1 9 El ~15 ・

え
ま
し
ょ
う
。

*
火
災
か
紋
急
か

*
場
所
(
近
〈
の
目
燃
物
)
は
、

ど
こ
か
。

*
火
災
お
よ
び
事
般
の
状
況
を
詳

し
〈

*
通
報
者
の
住
所
・
氏
名
・
叩
也
結

番
号消

防

署

・

出

張

所

の

施

設

を

開

放

市
内
4
か
所
向
者
・
分
所
を
凶

児

児
兎
を
対
象
に
開
放
し
ま
す
。

V
主
な
内
容

本

署

ち

び

っ
子
レ
ン
ジ
ャ

l

休
験
、

布
佐
分
署
は
し
ご
郎
、

消
火
用
具
の
展
示
、
っ
く
し
野
・

湖
北
出
張
所
消
防
音
楽
隊
演
奏

V
日
時
日
月
刊
日
(
土
)
午
後
1

時曹
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防

相
岬
包
(
制

)
0
1
i
9

ま
せ
ん
か

収
集
の
申
し
込
み
は

m 
IIU 
厳
重
B 
Ii 
車
を
般
去

市
で
は
、
日
月
7
日
(
水
)
か
ら

9
日
(
金
)
ま
で
の
3
日
間
、
駅
前

駐
輪
場
内
と
そ
の
周
辺
に
長
期
間

放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
を
対
象

治
一
い
一

川
一
合
一

叱
一
だ
一

つ
一
く
一

附
一
て
一

↓
7
u
一

w-が一
配
一
は
一

「
自
分
の
た
め
、

U
と
の
た

め
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
も

凶
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
恨
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
全
国
各
地
で
ロ

丹
羽
田
ま
で
展
開
。

初
目
的
ゆ

月
1
日
に
は
、
市
内
各
駅
で
街

顕
募
金
が
行
わ
れ
、
げ
万
7
8

7
0
問
的
拙世帯品
が
併
せ
ら
れ
ま

し

十

、

厚

生

源

に
移
送
し
ま
す
。

凶
月
幻
日
(
水
)
か
ら
日
月
2
日

(
金
)
ま
で
に
答
告
シ
ー
ル
を
貼
り

付
け
ま
す
。
移
送
日
に
な
っ
て
も

笹
告
シ
l
ル
が
つ
い

た
ま
ま
の
自

転
車
は
使
用
し
て
い
な
い
も
の
と

み
な
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ

移
送
し
ま
す
。

V
保
管
場
所

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
内
保
管
所
台
(
m
m
)
0
9
9
6

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
秘

お
早
め
に

机
大
ゴ

ミ
は
、
自
治
会
、
町
会

恥
位
で
年
2
回
松
度
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
.

年
末
的
収
集
時
矧
は
.
特
に
申

し
込
み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
主

る
べ
く
お
早
め
に
市
へ
巡
給
し
て

く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

木
製
家
具
獄
(
机
、
尚
子
、
タ

ン
ス
、
ソ
フ
ァ
ー
、
食
総
棚
)
ベ

ソ
ド
、
ド
ア
、
フ

ス
7
な
ど
の
大

[ご存知ですカ「

拍奮知-;困闘」

州
t

姐
M
ハ知
、
テ
レ
ビ

(
H
H
，以

上
)
主
ど

収
集
で
き
な
い
も
の

自
転
車
‘
オ

l
}
パ

イ

冷

蔵
庫
、
洗
川
棚
機
、
そ
の
ほ
か
金

柄
制
等
は
、
資
川
町
副
収
日
に
山

し
て
〈
ど
さ
い。

日
月
ロ
日
(
月
刊
机
)

町
家
庭
ご
み
の
収
集
は
お

休
み
と
む
り
ま
す
。
家
庭

ご
み
は
集
積
場
に
出
き
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
士
、

V
問
い
合
わ
せ
生
活
殿
様
線

(
7
リ
l
ン
セ
ン
タ
ー
)

告
(
即

)0
0
1
5

日
月
日
日
(
臼
)
か
句
げ
日
(
土
)

ま
で

『制慨
を
知
る
迎
附
」

が
始
ま

リ
ま
す
.
税
は
私
た
ち
が
銀
か
で

安
定
し
て
暮
ら
す
た
め
の
大
切
主

財
源
で
す
。
税
の
仕
組
み
ゃ
使
い

み
ち
な
ど
皆
さ
ん
に
正
し
〈
裂
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
町
も
の
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ
相
税
務
省
総
務

諜
宮
(
柑

)2
3
2
1

句h

d議

動
物
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
ヘ

日
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
.
動
物

に
よ
る
危
害
お
よ
び
彼
書
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ω犬
は
か
な
ら
ず
つ
な
い
で
放

し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ωや
む
を
え
ず
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
毎
週
木
曜
日
正
午
ま

で
市
役
所
守
衛
釜
で
引
き
取
り
を

実
地
し
て
い
ま
す

a

ω犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
、
三

川
県
条
例
で
「
危
険
な
動
物
』

に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ん
や
へ
ビ

な
ど
を
飼
う
場
合
は
‘
知
事
的
貯

可
が
必
要
で
す
図
無
責
任
な
飼
い

方
は
、
ほ
か
の
人
に
迷
判
事
-
お
よ

ぽ
す
ば
か
り
か
、
最
後
は
飼
い
主

自
身
が
困
る
結
栄
に
な
り
ま
す
。

飼も
ヲ
な
ら
最
後
ま
で
責
任
を
も

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

V
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
食
品

衛
生
課
宮
(
m
w
)
1
2
5
5

342 
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1
5
0
m
位
、
糸
、針
、
ハ
サ
ミ
‘

7

チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

4
宙
親
学
級
日
程

揮 t回
11月5B H車向指

UD 峰崎I~I晶

織2固
H月14日 経1;';1'11町曲H町生

(付 経娘。1・と6i旭町保健

11月20日 妊t宮中間帯養
揖 3回

{火} 妊t\l ' I" ~ t孟伺干防(医師向話}

第 4固
11月26日 乎づくリオムツ

明3 赤ら ゃん向!'<i壷

宵

児

相

殴

身
体
計
測
，
赤
ち
ゃ
ん
体
練
、

二=ジ
( 笠2 ャ
三.qI>.2のン
~ I!グ9

7唯Rれぞ
理 5 r.>;;'〆

語 zのム
号 lこl 、.，I・

医盟園
保
猿
相
談
、
幽
料
相
談
な
ど
育
児

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
微
を
行
勺

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
.

V
日
程
日
月
6
日
か
ら
幻
固
ま

で
の
毎
迎
火
哨
日

V
安
付
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
9
時
何
分
(
該
当
鬼
)
、
午
前
9

時
時
分
か
ら

ω時
ぬ
分
(
そ
の
他

相
肢
の
あ
る
方
)

V
対

象

*

平
成
2
年
7
月
生
ま

れ
(
通
知
が
い
き
ま
す
)
*
0
1
6

歳
児
(相
叫酬
の
あ
る
方
)

掠
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
傾
向

無
料
券
(
3
3
6
か
月
用
.
9
1

日
か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
償

問
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

4

・繊
6
か
月
児
健
康
B
E
董

V
日
程
*
日
月
2
日
(
金
)

E

平

成
元
年
4
月
1
日
3
日
日
生
ま
れ

*
μ
月
9
日
{
金
)
・
・
平
成
元
年
4

月
刊
目
』
初
日
生
ま
れ

'v
時
間

午
前
9
時
日
分
か
ら
日

時-v
持

参

母

子
他
出
山
手
制
限
、
品
開
ブ

ラ
シ
(
大
人
・
子
供
用
各
l
本)、

問
診
燕
(
議
而
も
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
)

一ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
辰
郎
一

一
お
よ
び
判
定
B
C
G
-

V
対
象

平
成
2
年
7
月
以
前
に

生
ま
れ
、

-
度
も
B
C
G
按
簡
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
象
児

に
は
通
知
が
い
き
ま
す
)

V
日
程

ソ
ベ
ル
タ
リ

ン
反
応

〈
新
木
野

1
歳

6
か
月
)

と
も
み
つ
円
い
す
け

市
友
光
啓
介
く
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
で
る
よ

日 廟・医院名 電 話

アヒコ外1011皇形外科病院 84-7321 
3 

旋 回-G836rr 内 医

f~ 11，干聖仁告病院 S8-3 1 1 1 
4 

副本内科医院 82-1 885 

平和 台病 院 89-1 1 1 1 
11 

石 四 医 院 82-7151

鞄弘子つ< l肝病院 84-2211 
12 

横 山 小 児 仲 医 院 8-1-4133 

アピコ外H館前外"'，'1院 8-1-7321 
18 

企 山 医 ~~ I 89-4 1 66 

アピコ外H鎧肝外叫ん~ì院 84-7321 
23 

嗣 区 院 85-2321

幸仁 会 斜!~子病院 82-8166 
25 

似 A 内 H 医院巴と9007

医醤当日休眉目の月
日
月
初
日
(
火
)
、
判
定
E
C
G
-

M
月

n日
(木
)

斑
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
ぬ

分
か
ら
2
時
初
分

V
持
参
母
子
健
印
刷
手
帳

な
お
、
発
熱
等
心
配
な
時
は
主

治
医
に
相
続
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
一

二
ポ

ーυ
オ
》
俊
与
一

V
対
象

平
成
2
年
6
月
以
前
に

生
ま
れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
開

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児
(
1
回
目

と
Z
阻
自
の
間
隔
は
6
週
間
以
上

あ
け
る
こ
と
)困
対
象
児
に
は
通
知

し
ま
す
.

V
日
程
*
U
月
1
日
{
木
)
本
日

月
幻
日
(
火
)
*
日
月
日
日
日
(
木
)

曹
時
間
午
後
1
時
刻
分
か
ら
2

時
ぬ
分

V
待
毎
母
子
健
康
手
帳
、
問
袷

票揖
発
品
開
等
心
配
な
と
き
は
主
治
医

に
相
議
後
お
い
で
く
だ
さ
い
・

IJiこな
池itg
問主おん
美み散 と
ちz歩

〈
湖
北
台
・

1
鼠
5
か
月
〉

肩
こ
り
・
腫
摘
叡
室

周
こ
り
や
緩
焔
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
側
別

相
械
も
お
受
け
し
ま
す
.

-v
日
程
日
月
6
日
か
ら
幻
自
ま

で
の
毎
週
火
略
目

V
時
間

午
後
1
時
初
分
か
ら
3

時
(
受
付

・
午
後
1
時
か
ら
1
時

ぬ
分
)

V
申
し
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
時
ま
た
は
直
被
お
い
で
下
さ
い
・

幅
四
川
凶

栄
築
士
が
食
事
妃
銭
円
カ
ロ

リ

ー
チ
エ
ソ
ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
.
食
事
療
法
的
必
要

献血のお知らせ
砂日時 11月13日(火)午

前 9時30分一午後 3時30

分(正午から 1時間休憩)

砂場所 市役所玄関前

砂問い合わせ 厚生課

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
・
実
施
医
療
機

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
.

な
お
、
麻
疹
や
お
た
ふ
く
か
ぜ

の
予
防
按
般
を
受
け
る
際
、

M
M

R
{新
三
樋
山
出
合
目
麻
第
、
田川し

ん
，
お
た
ふ
〈
か
ぜ
)
を
希
盟
す

健
康
メ
モ
⑪

下
山
川
が
ひ
ど
〈
困
う
て
い
る

時
は
、
次
的
3
つ
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ー
安
静
脇
町
運
動
を
し
ず
め

る
意
味
で
安
静
は
京
市
首
で
す
.

下
痢
が
激
し
い
時
は
臥
床
し
て

〈
だ
き
い
.
下
山
刑
が
長
び
〈
時

に
は
.
激
し
い
運
動
や
仕
事
、

特
に
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る

よ
う
な
事
は
避
け
、
精
神
的
に

安
静
を
保
つ
事
が
必
要
で
す
.

2
保
温
体
を
冷
や
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
‘
あ
た
た
か
く

し
ま
し
ょ
う
。

J
3
食
ベ
物
、
飲
み
物
下
痢
が

}
非
常
に
散
し
い
場
合
に
は
1
1

~
2
日
間
絶
食
し
ま
し
ょ
う
.
下

な
方
も
ぜ
ひ
ご
栂
餓
く
だ
さ
い
.

V
申
し
込
み
屯
叫帽
子
約

(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

雨
明
司
阿
川
担

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
H
M

み
を
持
つ
方
向
た
め
に
精
神
衛
生

相

一

行

っ

、

す

.

V
申
し
込
み
包
婚
予
約
(
日

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

-v
担

当

神

経
内
科
医
桃
山
途
鼻

先
生幅

四
帆
刈配置

医
師
や
保
抽出
回
聞
の
指
滋
に
よ

る
方
は
医
師
に
ご
相
談
〈
だ
き

マ

持

参

母
子
健
勝
手
械
と
印

V
費

用

紙

学
的
ま
で
無
料

術
的
時
に
は
.
体
的
中
町
水
分
が
③
繊
維
の
多
い
も
町
(
た
け
の
こ、

欠
乏
し
や
す
い
の
で
、
あ
た
た
か
ご
ぼ
う
な
ど
繊
維
の
多
い
野
菜
、

い
番
茶
、
う
す
い
紅
茶
、
渇
き
ま
豆
類
、

そ
ぱ
、
さ
つ
ま
苧
、
山
間
部
)

し
な
ど
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
@
消
化
し
に
〈
い
も
の
(
貝
頬
・

下
痢
が
回
復
し
て
き
た
時
や
長
び
い
か
・
た
こ
、
赤
紙
、
ラ
ー
メ
ン
、

〈
時
は
、
体
力
的
消
耗
を
防
ぐ
た
漬
物
)

め
に
良
質
的
た
ん
ぱ
〈
質
を
十
分
⑤
発
併
し
や
す
い
も
の
(
砂
悩
が

に
と
り
、
ビ
タ
ミ
ン
、

無
機
質
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
、
〈
り
‘

下
痢

Z
お
困
り
の
鴎

不
足
し
な
い
よ
う
に
注
愈
し
ま
し
さ
つ
ま
芋
、
来
物
.
豆
矧
)

F
Z

⑥
刺
掛
出
向
強
い
も
の
(
香
辛
料
、

〈
下
痢
の
時
に
避
け
た
い
食
物
v

成
般
飲
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
コ
l

①

冷

た

い

飲

み

物

、

食

べ

物

ヒ

l
)

②
脂
肪
的
多
い
も
の
(
矢
よ
ら
、

A

下
痢
の
時
食
べ
て
良
い
食
物
V

ト
ン
カ
ツ
な
ど
の
偽
げ
物
料
理
、
下
痢
が
激
し
い
時
は
、
湯
ざ
ま

中
部
料
理
、
脂
肪
円
多
い
肉
や
魚
、
し
、
番
茶
な
ど
を
十
分
と
る
と
と

う

な

さ

)

も

に

、

軍

湯

、

ス

l
プ
、
俊
味
の

相
尿
病
教
室
を
行
い
ま
す
・

守
時
間

午
後
1
時

ω分
か
ら
3

時
泊
分

V
持
参

帥輩
記
用
具
、
食
品
交
換

浪
(持
っ
て
い
る
人
)

V
申
し
込
み
日
月
5
日
(
月
)
ま

で
に
包
括
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
.

4
槍
尿
病
叡
室
日
程

時

11月6臼 崎尿酎肉食事即法
割高 1回

I'Jj 
生活智I!l的見直L
健明休館

第 2回
11月7目 1府尿栴町知位

肘 陣取体時

IIfl98 iIIと陣腹
車3回

(村
良品宜県彊町使い方

健康体時

し
あ
わ
せ
学
級

こ
れ
か
ら
父
税
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
、
ご
夫
姉
で
ご
参
加
を
.

V
日

時

川

月
げ
目
(
土
)午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
日
時
初
分
(
受
付
は

当
日
会
場
で
午
附
9
時
日
分
か
ら
)

マ

内

容

*
凶
t

映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
』
*
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
町
入
れ
方
(笑
剖
)
ホ
械
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
(
鮪
)
*
そ
の
他

圃
明
凶
制
]

-v
時
間

午
前
9
時
ぬ
分
か
ら
日

時
初
分

(第
3
図
は
午
後
l
時
か

ら
3
昨
}

-v
持

参

母

子
健
康
手
似
と
織
犯

用
具
は
毎
回
忌
第
1
悶
は
パ
ス
タ

オ
ル
I
牧
.
第
4
回
は
さ
ら
し
布

以日j~ ぃ

---= ( 麻

I~ 
むを ジ宵 ー

11¥フテ 同【 種
は

リせ i!i し

)凪ア ~ ~ さ:疹

館・使.命eな 1 する1凶椛1 
( 盟まJ' 誕
月8 2 1 グ》 こ な σ3

陸 l

除を〈間はいL生4朗IをE l8 誌生

と H且

が 生日 当

間斜7 1i量 か日
望2Lt 生i量か 者 l

l年同 期Ij 均

1 8 a学Jま句Ft I 

，言

ー‘ h‘-ll3か字削9まt 二円 よ

l 8h 月ま 8か

~I 
年以上けゐ週司にでので

陥を月 3ら6 て 後

年1〈3n，月うも グ幼〉
種

てf間で1.¥後fす長劫児・ でま ( 児
糊|

1 3る に由
間

四Il回措ニと t同-ゐ措
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少
な
い
川市村
な
ど
.
ま
た
.
牛

乳
は
旧
国
的
、
ゆ
っ
〈
り
飲
む
こ

と
。
た
だ
し
、
牛
乳
で
下
痢
を

し
や
す
い
人
は
飲
ま
な
い
こ
と
。

〈
下
痢
が
回
復
し
て
串
た
時
v

①
服
、
パ

ン
、
う
ど
ん
な
ど

②
脂
肪
的
少
な
い
肉
(
さ
さ
み
、

皮
な
し
と
り
肉
.
豚
ひ
れ
、牛

も

も
等
を
小
さ
く
切
っ
た
も
の
)

③
脂
肪
の
少
な
い
肱
(か
れ
い
、

υら
め
、
お
ひ
ょ
う
、
た
ら
、

た
い
、
さ
わ
ら
な
ど
)

③
卯
矧

(半
熟
卯
、
茶
わ
ん
む

し
.卯
立
山
崎
、
オ
ム
レ
ツ
な
ど
)

⑤
豆
腐
紙

⑥
や
わ
ら
か
く
煮
た
到
来
(
大

恨
、
か
よ
、
人
参
、
は
う
れ
ん

そ
う
の
灘
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
)

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
合
(郎
)
5
5
2
5

成
人
病
健
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か

成
人
病
健
診
、
子
宮
が
ん
検
伶
.

札
が
ん
検
拾
は
‘
市
内
委
託
医
療

機
関
(
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

参
問
)
で
は
月
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
.
今
年
1
皮
も
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
ぜ
ひ
受
診
を
.

@
成
人
病
健
惨

V
対
象

刊
歳
以
上
向
男

・
女

-v
費
用

無
料

V
内
容

血
圧
測
定
、
尿
検
査
.

血
液
検
査
(
貧
血
、
肝
険
能
な
と
)

民
必
要
に
応
ヒ
て
心
電
図
、
眼
底
・

血
悩
検
査
も
行
い
ま
す
。

@
子
宮
が
ん
検
鈴

'
対
象
初
成
以
上
町
女
伺

V
費

用

I

0
3
0
問

@
乳
が
ん
検
診

'v
対
縁

日
刊
歳
以
上
向

k
性

-v
費

用

微

吟
‘
触
鈴
は
無
料

画
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

拍
保
健
所
か
ら
話
ヌ
ロ

3
蝿
児
健
康
齢
査

V
対
象

昭
和
臼
年
8
月
生
ま
れ

(通
知
が
い
き
ま
す
)

V
日

時

日

月
日
日
(火
)
受
付
・

午
後
l
時
応
分
か
ら
2
時
応
分

V
湯
所

保
健
セ

ン
タ
ー

-v
持品世

母
子
随時開
手
版
、
幽
プ

ラ
y
、
尿

療

育

相

餓

-v
臼
時

H
月

n日
(
木
)
午
後
I

時
か
ら
2
時
(
柏
保
飽
所
)

V
対
面
胤
献
血
形
外
科
的
主
心
配
の

あ
る
山
山
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
賞

V
内
容

銭
形
外
科
医
に
よ
る
診

察

・
指
導
‘
保
健
繍
に
よ
る
指
場

V
持
参

母
子
帥
岡
山
崎
手
似
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ひ
ち

" 

ご
希
剖
阜
の
万
は
、
各
図
由
航
に
お

U
A
艇
に
ご
制
的
く
だ
さ
い
.

一一、=

〉
図
書
館
一

二
だ
よ
り
「

。
市
民
図
宙

館

宮
{山凹
)
1
1
1
0

@
湖
芸
品
伝

官
(
U
)
3
Q
b
s

@
布
佐
分
館
宮
(
回
目
)
1
3
1
4

@
潟
岳
園
曾
館
官

(
U
)
0
9
0
9

。-~j 

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

。
湖
北
台
分
館

H
国
際
交
流
写
真
展
H

日
米
聞
の
ホ

1
ム
ス
テ
イ
に
よ

る
飢
普
交
流

-v
作
者

小
池
敏
子
(
湖
北
台
)

。
布
佐
分
館

第792号

H
水
墨
画

H

V
作
品
ね
こ

(
6
号
)
、
風
鼠

(
6
号
)
、
シ

7
ラ
メ
ン

(
6
号)、

竹

(
6号
)
、
風
景
(
叩
号
)
、
万
年

管
(
6
号
)
、
犬
(
6号
)
、
秋
の
草

(
6号
)

V
作
者

我
祁
子
規
絵
同
好
会
印

刷
生

国間制
問

日

月
小
山
田
(
木
)
ま
で

日
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
で
は

絵
画
.
写
真
、
鈴
道
導
的
展
示
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
昨
日
け
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
無
料
で
開
放
し
て

い
ま
す
。
削
聞
は
1
か
月
。
展
示

{私の6き怠m所〉手賀大福下=小限省吾(本町)

r7J<烏の飼喝!こ高まっているところ。コブ白鳥観子も

簡を求めて近づいてきました」

お
は
な
レ
会

写
真
募
集

ヤ
』
の
糊
に
叫
せ
る
写
真
を

拡
持
し
ま
す
・
テ

l
7
は
「私

的
好
き
な
こ
の
劫
所
.
こ
の

風
来
」
.
別
紙
に
住
所
.
氏
名
‘

也
路
拡
号
‘
出
相
影
年
月
.
場
所
、

ひ
と
曾
を
明
記
し
、
副
判
係
子
1

8
5
8市
役
所
広
報
広
聡
隙
へ

ど
う
ぞ
.
(
市
川
知
滋
呈
)

子
供
た
ち
に
梨
し
い
絵
本
と
の

出
会
い
を
‘
他
や
か
な
成
長
を
、

と
い
う
制
い
を
込
め
て
‘
梨
し
い

お
は
な
し
ゃ
絵
本
的
統
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
.
4
議
か
ら
9

な
く
ら
い
の
チ
ビ
ッ
コ
集
ま
れ
，
，

V
日

程

ホ

ω月
4
日
(
木
)
、
同

日
(
木
)
市
民
会
館
第
4
会
議
室

ゆ
弔
問
月
川
日
(
木
)
、
お
日
(
木
)
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
部
屋

V
時
間

午
後
3
時間
ω
分
か
ら
4

L
z
q
 

(;~) 
噌日 日 ステーション名 場 所 時間(午後)

7 中 峠 中峠他国谷公田1 1 : 30-2 : JO 

水 i!ll 4ヒ 湖北地区公民館 2 : 20-2 : 50 
21 新木 ff あらき野ストア裂 3 : 10-4 : 00 

木
8 天 王 古 天 王 台 東 児 m:公団 2 : 00-2 : 50 

22 f-f 山台 柴 崎 台 4 号公悶 3 : 10-4 : 00 

金 g 久寺家 久寺家あけぼ町公!副 2 : 00-2 : 45 

っくし野 東~，~ 3""1ピングセノタ一義 3 : 00-4 : 00 

水
14 布 [主 都.背 年 館 2 : 00-2 : 45 

28 布佐平和古 布佐南近隣セ ン タ ー 3 : 00-4・00

15 自 山 洋 電機社宅入口 1 : 40-2 : 20 

木 並 木 九 石家 具駐車場 2 : 30-3 : 00 
29 古 回 台回池尻公団 3 : 20-4 : 00 

16 lR P 中 鈴木ぶどう園前 1 : 30-2 : 00 

金 Jjl 戸 1且F 近隣セ ン タ ー 2 : 10-2 : 40 
30 つ〈し 野 東忠Y3'Yピングセン 7一義 3 : 00-4 ∞ 

の目(~書館:)11号よかt!

公民館マ学iまう
「一日マイカ一点検教室」

ー
目
マ
イ
カ
ー

点
検
教
室

(
社
)
千
時
世
間
町
自
動
車
蝦
制
服
興

会
的
協
力
を
得
て
‘
プ
ロ
の
銀
側

士
が
わ
か
り
や
す
〈
鋭
明
し
ま
す
.

V
日

時

日

月
8
日
(
木
)
午
前
回

時
か
ら
午
後
3
時

V
場
所

中
央
公
民
館

-v
対
象
市
内
在
住
で
巡
転
免
許

証
を
お
持
ち
の
方

V
内
容
自
動
車
内
し
く
み
や
放

障
時
的
対
応
な
ど
の
学
科
及
び
笑

国
を
越
え
て
「
地
球
家
族
」

世
界
的
子
ど
も
途
が
自
分
の
を
机
リ
に
現
在
.
約

ωか
圏
、
河
広
が
り
ま
す
』
と
金
貝
町
一
人
・

術
を
陥
い
た
「
世
界
の
ニ
ど
も
点
余
り
の
絵
が
集
ま
っ
て
い
る
・
活
動
は
、
外
国
人
会
只
と
の
ハ

絵
画
展
」
的
準
伽
が
A

号
、
進
め
「
最
終
的
に
は
、

1
0
0点
ぐ
イ
キ
ン
グ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
年
4

ら
れ
て
い
る
・
計
画
し
た
の
は
‘

ら
い
集
ま
る
と
思
い
ま
す
」
と
会
回
発
行
す
る
パ
イ
リ
ン
庁
ル
雑
誌

「我
孫
子
カ
ル
チ
ャ
ー
&
ト
ー
の
代
表
的
梅
津
新
茶
さ
ん
.
同
制
作
.
ま
た
、
週
一
回
、
日
本

7
h
絵
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
こ
の
会
的
発
足
は
、
昨
年
3
月。

陪
学
校
向
先
生
を
招
い
て
、
外
国

連
が
少
し
で
も
海
外
に
興
味
を
市
内
に
住
む
カ
ナ
ダ
人
の
ア
ン
ナ

持
勺
て
く
れ
れ
ば
と
始
め
ら
れ
さ
ん
が
発
行
す
る
パ
イ
リ
ン
ガ
ル

た
‘
会
民
的
知
人
や
文
通
相
手
雑
誌
の
制
作
を
手
つ
だ
う
仲
間
で

結
成
さ
れ
た
.
英
鰐
の
勉
強
会
だ

け
で
な
〈
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
で

外
国
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
.

会
只
は
約
初
名
.
中
に
は
、
市

内
だ
け
で
な
〈
、
近
県
か
ら
参
加

し
て
い
る
外
国
人
も
。

「
い
ろ
い
ろ
な
囲
内
方
と
接
し

て
み
て
、
自
分
的
中
町
偏
見
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
語
以
外

に、

一
つ
で
も
照
時
十
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
胡
町
野
が
何
倍
に
も

⑩ 

韓補子カルチャー邑トーク

(A.C.Tの会}

「しめ飾り講習会」と

H
-V

定
員

刊
名
(
先
端
順
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
屯
一

括
で
中
央
公
民
館
密
(幻

)
0
5
1
一

5
へし

め
飾
り
講
習
会
一

手
づ
〈
り
の
お
正
月
飾
リ
を
削
一

り
ま
せ
ん
か
・

-

V
日
時

ロ
月
8
日
(
土
)
午
後
1
一

時
羽
分
か
ら
3
時
初
分

一

V
場
所

中
央
公
民
館

vm師
団
口
幸
作
氏

V
定

員

刊

名
(
多
数
の
場
合
は

一

州
選
)

V
参
加
費

5
0
0
同
(
材
料
費
一

含
む
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庁
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
一

括
番
号
を
明
記
し
、
日
月
7
日
(水
J

消
印
有
効
)
ま
で
に
我
孫
子
新
聞

一

M
中
央
公
民
館
「
遊
び
を
創
ろ
う
と

係
含
(
位

)
0
5
1
5
へ

『
日
本
の
文
化
や
習
慣
、
ま
た
‘
一

地
域
的
情
報
を
伝
え
る
手
助
け
と

一

し
て
、
こ
う
し
た
活
動
が
お
役
に
e

立
て
ば
い
い
で
す
ね
・
そ
し
て
、

一

外
国
人
と
コ
ミ
A

ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
a

の
と
れ
る
術
に
な
れ
ば
」
と
海
涼

一

さ
ん
・

-

な
お
、
絵
画
展
は
、
日
月
M
日

'

(
土
)
釘
目
(
日
)市
民
会
館
で
、

以
後
‘
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
順
次
開

一

似
す
る
予
定
で
す
.

V
代
表
梅
津
宮
(剖
)
9
8
2
8
一

一
弘
M
F
J

p
l
l
l
l
}
h
F

2

5
1
@
@
@
o
o
e
o
@
@
 

明
ミ
ム
ゲ
ぷ
'v
e

4
4
4
4
1
1

-

丘

三

!

宮
崎
以

[J
一

H
限
り
ま
す

H

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

-91L
P
匙

ニ

圏

一
'
有
料
で
市

エ
レ
ク
ト

l
ン

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取

-
Y

、1f
tT

w
d
竺

t
内
国

d
rL4F
4
じ
「
』ー可

一

〈宮
本
合
(制
)9
2
6
6
〉

り
扱
う
白
川
物
は
、
家
具
、
台
所
用

門
J
f
刊
ツ
M
U
J

r

一

*
応
接

t
y
ト

〈村
山
宮
{制

)
9

高
電
気
製
品
、
子
供
用
品
.
時
十

/Bi
-
-1

一

1
9
5
〉

宇
食
総
乾
燥
器
〈
波
留
用
品
、
自
転
車
(原
付
を
含
む
)

一
辺
公
(
制

)2
9
0
3
v

な
ど
主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
内
部

h
F
い
ろ
い
ろ
な
国
の
子
ど
も

V
申
し
込
み

各
辿
絡
先
へ
直

按

久

消

山
口
財
と
し
ま
す
。
衣
知
、
自

通
が
錨
い
た
絵
画

一
包
括
し
て
く
だ
さ
い
.
動
市
却
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ

晶
玉
本
松
公
園
で
一
行
わ
れ
た

一

な
お
.
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
、
市
ん
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

-
民
生
活
保
肖
費
生
舌
系
で
、
延
随

V
司、・弘司
h
J

士

K
H
宅
住
重
量

僻句
文芸だよりは皆さんがつ〈るコーナーです.

締切li毎月 13日(必靖). 1人 l作に限ります。

応募先 我孫子1858市役所広報広嶋課

姐・R
染 谷 呆 II選

ωの
町
町
駅
的
小
さ
き
秋
山
悼
山
崎
叫
一

服
泌
る
利
山
間
一
筋
肉
水
明
り
附
田
川
小
川

州
市
川
た
た
く
母
的
仕
却
を
そ
の
ま
ま
に
別
ロ
ニ
ヲ

木
M
m

町長
U
を
身
は
と
リ
に
ま
と
ひ
来
て
久
保
岡
井
怯

胤
の
く
せ
見
え
て
掛
川
金
の
船
内
伏
す
三
谷
和
夫

沼
風
め
た
ち
て
い

F
ょ
う
月
円
減
明
谷
干
尚
子

こ
お
ろ
車
内
H
H
に
馴
れ
き
し
皮
肉
厨
的
附
八

1
子

維
も
い
由
自
転
車
置
場
秋
晴
れ
る
附
田
は
る

‘.eL
亀
h

革

協

同

夢

は

無

限

に

秋

的

夫

篠

田

ま

さ

必
と
ん
ぼ
群
が
る
を
に
禦
む
な
し
山
県

h
H
久
子

泌
流
町
月
き
わ
や
か
に
木
に
市
川
つ
本
多
事
久
子

風
そ
よ
害
う
な
ず
き
合
ふ
て
秋
縦
断
戸
む
め

山本寛太選

再
び
の
オ
イ
ル

y
g
y
ク
を
山民
地

υつ
つ
中
市
車
内
危

機

行

方

を

ま

ふ

大

μ
'栄
一

作
に
リ
ュ

y
ク
足
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
シ
ュ

l
ス
穿
き
夫

婦
に
符
む
官同

士

的

御

米

迎

松

浦

白

抑

制
傾
向
明
日
は
咲
く
ら
し
ふ
く
ら
み
し
つ
ぼ
み
山
市
し

み

今

日

も

水

か

ふ

笈

川

吉

郎

朝
明
け
に
君
と
岩
風
呂
浴
み
ゐ
た
り
山
目
覚
め
ゆ
く

「

ま

は

ろ

ば

の

里

」

公

手

キ

悶

池
な
か
の
弁
天
の
富
梅
雨
空
に
今
〈
れ
な
ゐ
の
か
へ

る

で

の

明

ゆ

染

谷

新

一

紅
き
甘
薯
桑
名
町
孫
に
送
ら
む
と
小
雨
降
る
な
か
ス

コ
y
プ

入

れ

ぬ

小

出

礼

子

木
内
枝
に
兄
が
動
き
て
妹
が
下
に
て
拾
ふ
莱
熱
し
た

リ

三

谷

和

夫

手
段
に
十
三
夜
の
月
見
た
ま
ひ
し
先
帝
偲
ぶ
三
た
び

目

的

秋

鈴

木

藤

枝

行
〈
末
を
見
す
る
鋭
的
在
る
な
ら
ば
見
る
か
と
問
は

れ
否
と
答

へ
り

井

上

由

起

子

退
職
後
十
年
経
ち
て
児
ら
と
歩
く
似
花
畑
川
崎
町
遠
足

町

歩

奥

軒

二

三

344 
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製〈や
ふの種

示
問
展

と
点

絵
数

自治会訪問@

の定 団
場 期 地
に 清 2 

O 掃 棟
が の、

白
11 会 治;1明

員北
会」口a、

同
件県昌同

O 

士
住宅 の
自

交2，4ロ晶

会
流11 

、ー一一ー一一Lー
J 

便
利
で
住
み
良
い
と
こ
ろ
.
問
地
が
、
会
貝
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し

2
仰
の
小
き
な
自
治
会
で
す
か
ら
.
て
く
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
仰
を
合
わ

ま
と
ま
り
も
い
い
ん
で
す
@
自
治
せ
な
い
近
所
的
方
々
の
交
流
の
場

会
発
足
以
来
行
っ
て
い
る
自
治
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

内
向
消
婦
は
‘
現
在
附
月
の
第
3

の
他
の
行
事
と
し
て
は
、
団
地
内

日
附
目
的
問
に
実
施
し
て
い
ま
す
中
縫
を
会
場
に
、
毎
年
7
月
末
に

期間・ 11 月 1 日 ~12月 2 日

行
う
納
涼
大
会
が
あ
り
ま
す
.
子

白

h
-
-
L

供
た
ち
は
、
手
作
り
神
輿
を
か
つ

い
だ
り
、
パ
ン
食
い
鏡
争
を
殺
し

み
、
私
た
ち
は
夕
方
頃
か
ら
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
を
し
て
盛
リ
あ
が

リ
ま
す
.

自
治
会
の
糠
題
は
、
駄
車
場
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

近
く
に
駐
車
場
が
空
い
て
い
な
い

た
め
、
路
上
駐
車
を
す
る
方
も
い

る
よ
う
で
す
。
そ
の
他
に
は
、
牛

乳
バ

y
ク
や
雑
紙
な
ど
の
資
源
の

置
き
場
所
が
な
い
こ
と
で
す
ね
。

月
2
図
的
資
源
回
収
固
ま
で
、
ま

と
め
て
置
け
る
場
所
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
.

V
会

長

松

田
文
子
湖
北
台
8

の
ー
の
ー
の

3
0
4

z
h
i

t世
は
.
大
正
6
年
に
我
係
子
小
学
神
田
町
料
理
屋
「
今
文
」

の
主
人
傑
」
派
内
我
孫
子
来
住
や
有
名
一

め
υ
こ

-rnμ
ゆ
く
F

L

7

'

M
E
E
R

，L
③

置

同

校

を

退

職

し

ま

し
ち
と
な
っ
た
森
和
吉
(
久
寺
家
出
身
)
な
野
口
英
世
と
血
脇
と
の
深
い

そ
の
際
に
起
こ
っ
た
の
が
、
消
た
ち
は
大
金
百
円
を
寄
付
、
さ
ら
併
の
遠
因
と
も
結
ひ
っ
け
、

宮

…

こ
の
秋
に
、
一
市
民
の
手
に
あ
り
ま
す
。

貧
の
恩
師
に
報
い
る
教
え
子
た
ち
に
血
脇
は
家
を
贈
る
に
加
え
、
杉
及
し
て
い
ま
す
。

一
な
る
地
元
教
育
史
的
労
作
が
出
杉
山
英
(
川
川
れ
勺
)
は
、
三
河
地
的
養
老
基
金
運
動
で
し
た
。
募
金
山
夫
妻
へ
生
混
に
わ
た
り
月
5
岡
地
元
教
育
史
で
は
、
『
小
学
一

一
一服
さ
れ
ま
し
九
『
杉
山
英
と
方
(
愛
知
川
町
)
の
出
身
と
い
わ
れ
一
運
動
は
「
町
〈
る
み
と
も
思
え
る
の
送
金
を
つ
づ
け
た
の
で
す
。
校
百
年
史
』
な
ど
各
学
校
の
記
一

一
血
脇
守
之
助

l
1我
孫
子
に
み
幕
末
か
ら
我
孫
子
宿
で
父
的
行
弦
盛
大
な
運
動
」
と
な
っ
た
よ
う
で
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
記
念
し
た
前
念
誌
を
は
じ
め
.
『
お
ら
ほ
の
一

一
る
干
議
教
育
の
あ
け
ぼ
の
』
(
大
と
二
代
に
わ
た
り
寺
小
屋
を
営
み
総
額
は
1
5
0
0
円
余
リ
(
当
時
述
の
「
杉
山
英
先
生
之
碑
」
の
筒
先
生
』

J
仙
の
教
育
史
』

(
加
一

…
井
正
義
者
・
ふ
る
さ
と
文
庫
・
ま
し
た
。
や
が
て
明
治
に
な
っ
て
、
の
教
只
俸
給
の
閃
か
月
分
)
に
逮
字
は
、
血
協
と
縦
の
知
人
で
‘
手
紙
完
箸
)
な
ど
の
一
述
内
務
態
、一

…
術
冊官房
刊
)
で
す
。
著

者

は

我

「

千

浜

宗

一
郎
と
自
学
中
心
主
一

…
堅
持
わ
主
教
師
杉
山
英
と
養
老
基
金
持
ち
日
刊
誌
ふ

・
も
れ
た
教
育

者

向

発

繍

に

長

く

論

文

ほ

か

多

く

内

成

果

が

あ

り

一
専
念
し
て
き
ま
し
べ

|

寺

小

屋

師

匠

か

ら

小

学

校

教

師

へ

の

人

生

|

ま

す

が

‘
新
鮮
さ
を
も
っ
て
本
一

一

こ

の

本

の

真

価

は

、

旧

我

孫

性

が

こ

れ

に

加

わ

り

ま

し

た

。

，

一
子
宿
に
生
ま
れ
た

N

郷
土
肉
体
共
立
学
舎
(
流
山
)
で
牧
民
益
成
し
ま
L
P
h。
我
孫
子
町
の
役
劫
資
質
沼
ベ
リ
に
理
想
的
学
闘
を
夢
み
杉
山
英
と
血
脇
守
之
助
は
、

一

一
人

H

、
日
本
歯
科
医
界
的
パ
イ
教
育
を
受
け
、
我
郁
子
小
学
校
の
が
そ
の
頃
3
5
0
日
円
で
あ
っ
た
た
当
時
の
代
表
的
教
育
者
、
務
納
骨
名
の
ご
と
く
菩
提
所
の
大
光
一

一
オ
ニ
ア
、
血
脇
守
之
助
の
醜
(
手
数
師
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
こ
と
か
ら
も
、
首
相
金
は
「
驚
異
的
治
五
郎
(
東
京
高
等
師
範
校
長
、
寺
に
並
ん
で
眠
っ

て
い
ま
す
。

一

一
れ
池
公
園
)
の
意
義
を
ふ
ま
え
の
な
か
に
血
脇
守
之
助
た
ち
が
い
な
金
額
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
教
務
泊
旬
・
さ
が
し
る
し
た
の
で
し
ま
た
、
市
役
所
玄
関
前
の
伽
縦
一

一
な
が
ら
も
、
大
光
寺
境
内
(
緑
)
た
の
で
す
.
教
え
子
に
思
採
さ
れ
え
子
の
う
ち
‘
地
元
で
は
傾
向
刑
事
た
。
杉
山
英
は
こ
の
地
で
静
か
に
の
木
は
、
血
M

聞
が
杉
山
に
贈
っ

一
に
ひ

っ
そ
り
と
立
つ
一
地
元
教
な
が
ら
、
寺
小
屋
内
師
匠
か
ら
小

兵

衛

町

長
以
下
1
8
0
名

が

募

金

永

眠
し
ま
し
た
が
、
本
帯
は
教
師
た
も
の
で
、
映
年
内
杉
山
夫
婆
一

一
師
の
顕
彰
碑
「
杉
山
英
先
生
之
学
校
長
ま
で
地
元
教
育
一
筋
に
半
活
動
に
こ
た
え
、
上
京
し
て
立
身
の
あ
る
理
想
内
生
き
方
を
丹
念
に
が
大
切
に
し
て
い
た
ニ
と
も
、
一

一
砕
」
に
注
目
し
、
教
師
の
理
想
世
紀
余
、
。
説
。
を
盤
ん
じ
て
小
出
世
を
は
た
し
た
血
脇
守
之
助
や
追
い
綴
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
教
、
λ
て
く
れ
ま
す
。

一
保
を
追
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
郷
町
一
教
師
同
選
を
歩
い
た
杉
山
小
説
『
袋
三
四
郎
』
に
登
場
す
る
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
怖
を
「
白
(
市
史
捕
さ
ん
室
)

e

.，‘
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食
卓
に
魚
料
理
は
い
か
が

ω魚
食
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
我
孫
子
地
区
大
会

ω月
7
日
(
日
)
、
「
健
康
は
梅
し
た
.

中
央
公
民
館
で
予
防
ガ
ン
学

か
ら
千
葉
町
魚
か
ら
」
を
テ
l

ニ
れ
は
、
県
内
向
水
産
業
内
総
研
究
所
長
の
平
山
雄
氏
が
「
魚

7

に
「
卯
魚
食
文
化
7-4
l
ラ
ム
」
介
と
魚
食
離
れ
を
防
ぐ
た
め
、
一
食
と
蝕
成
」
向
舗
前
走
行
っ
た

が
、
中
央
公
民
館
と
手
賀
沼
公
悶
昨
年
か
ら
県
内
各
地
持
ち
回
り
で
は
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
行
わ
れ
ま
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
、
缶
緒
的
無
料
配
布
や
千
葉

形
式
の
も
の
は
今
回
が
初
め
て
。
で
と
れ
る
魚
肉
展
示
、
水
産
物

の
販
問
山
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
.
な
か
で
も
、
松
戸

友
町
会
と
干
灘
魚
食
普
及

会
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
た

イ
ワ
シ
や
サ
パ
な
ど
の
料

理
的
展
示
・
試
食
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
『
な
つ
か
し
く
て

お
い
し
い
。
今
度
、
作
ウ

て
み
よ
う
L

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

h
p
平
山
雄
氏
の
講
演

魚
料
理
の
展
示
・
試
食
コ
ー
ナ
ー

v

あ

ぴ

『

丸ー

あ

J
R成
回
線
的
湖
北
駅
南
口
か

ら
西
へ
歩
い
て
2
5
3
3
分
の
鰍
路

沿
い
に
‘
湖
北
台
山町
首
位
毛
自
治

会
が
あ
る
(
右
図
参
照
)
。

昭
和
創
年
4
月
に
入
居
が
開
始

さ
れ
‘
同
時
に
自
治
会

L
発
足
卸

会
貝
教
は
印
世
帯
(
2
班
)
。
ほ
と

ん
ど
が
東
京
方
聞
に
勤
め
る
サ
ラ

リ
ー
7

ン
世
情
で
あ
る
。

役
員
は
1
年
交
代
。
自
治
会
行

事
や
コ
ミ
収
集
日
な
と
は
、
毎
月

自
治
会
カ
レ

ン
ダ
ー
を
先
行
し
、

会
只
に
知
ら
せ
て
い
る
。

会
長
町
松
田
文
子
さ
ん
に
自
治

会
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
駅
に
近
く
、
貿
い
物
な
ど
に
も

た

ち

』

山

崎の
山
内
物
館
で
は
、
第
3
回

1
J
自

問

待

企

画

展

「

オ

1
デ
A

ボ
ン
の
柿

一

曙

一

昭

臥

叩

叩

い

た

則

鳥

た
ち
」
を
今
日
か
ら

一

軍

一

・

宇

品

川

同

川

間

。
1
5
0
年
前
に
オ

l
デ

-々
1
1凶

---EE，
、

一

位

一

剖

酔

叶

主

ン
が
つ
く
っ
た
史
上
最
高

、

-
物
一

岬

明

ア

の
図
鑑
「
ア
メ
リ
カ

Z
Fの

一嶋一

t

U

7

な
か
か
ら
明
自
画
(
後
製

)
H写

一
の
一
川

J
イ

一

部

-

一

フ

真

H
を
則
問
中
延
べ

ω占
展
示

一鳥

4mヲ
¥

:

一

人

一

ト

し

ま

ず

い

ず

れ

の

絵

も

割

問

亘

ユ
ル

一部

一

『

ア

川

ヵ
、
自
然
的
中
で
抵
し
て
い

一第一

-J，
る
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

'

〔
4
A・
ま

た

、
日
本
の
品
画
家
的

絵
約
時
点
も
同
時
に
展
示
し

ま
す
。
絵
に
策
現
さ
れ
て
い

る
画
家
の
自
然
的
閣
を
通
じ

て
人
と
恥
と
の
か
か
わ
り

会
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
展
示
期
間
口
月
1

日
3
陀
月
2
日

干
問
い
合
わ
せ

鳥
何
時
物
館

宮
(
お

)
2
2
1
2

れ

司、，

れ

『

ιー

れ

分
に
相
当
し
ま
す
。

資
源
と
し
て
出
す
に

は
、パ

ソ
ク
を
洗
勺
て
、

聞
い
て
、
乾
か
し
、
束

ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
「
也
例
に
な
れ

ば
、
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」

と
回
収
初
日
の
棋
戸
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会

の
あ
る
主
婦
。

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協

力
に
よ
っ
て
束
ね
ら
れ
た
牛
乳

パ
ソ
ク
が
似
ま
れ
て
い
ま
し
た

(
写
真
)
。

市
生
活
環
涜
諜
で
は
.
今
後

も
引
き
続
き
、
み
立
さ
ん
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

森
林
資
源
の
保
税
と
ゴ

ミ
的

減
量
を
図
る
た
め
、

ω月
1
日

か
ら
牛
乳
パ
ッ
ク
何
回
収
が
始

ま
リ
ま
し
た
。
市
内
を

一
巡
し

た
月
日
現
在
1
ト
ン
、
約
3
万

枚
を
回
収
。
こ
れ
は
、
ト
イ
レ

ソ
ト
ペ
ー
パ
ー
約
6
0
0
0
側

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
順
調
に

半
月
で
叫
H-J~川
6
0
0
0個
分

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
E
日

市
民
体
力
づ
く
り
大
会

ω月
間
目
的
体
育
の
目
、
今

年
、
利
恨
川
河
川
倣
に
オ
ー
プ

ン
し
た
市
民
陸
上
腕
伎
場
で
.

「
市
民
体
力
づ
く
り
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
さ
に

H

ス
ポ

l
y
目
制
~
家
族
辿
れ
や
友
述
同

士
五
と
、
大
柏
町
内
市
民
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

後
脱
走
に
始
ま
り
、
バ
〆
食
い

縦
走
、

夫
鮒
仲
良
く
主
ど
家
紋
全

員
で
指
し
め
る
般
投
が
次
4
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し

r・。

一
方
、
引
年
体
力
テ

ス

ト
も
竹
わ
れ
‘
お
父
さ
ん
‘

お
母
さ
ん
は
反
似
併
と
ぴ
.

垂
直
と
ぴ
主
ど
5
何
回
に

挑
戦
。
A
な
さ
ん
秋
山
明
れ

町
立
か
.
き
わ
や
か
な
汗

を
出
仇
し
て
い
ま
し
た
“

ぴ

あ

れ

ね

あ

ー，
」

ー，
.... 匝

345 
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平成2年10月1日現在人口121.097人(+986人〉
(対前年比〉 男60.800人女60.297人

*世手普量~38.902世清(+955也得)

-市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84一切01
・湖北台支所 88-0028
・湖北支所 88-2111
・ 布 佐 支 所 89-2358. 
.赦育蚕員会 85-1151
・水道局 84-01↑1
・消防署 84-0119
.少年センター 84-19∞
.保健センター 87-113'1
. 市民会館 84-3311
・中央公民館 82一白15
・胸の間物館 85-2212
・ 市民体育館 87--1155

-市民図沼館本館84-1110 湖北台

分館07ーお55 布佐分陸89-1311

4書勤圏8館87-ωω
・都市改造事務所 85-1171
・8惇陣容者福松センター 88-0141
.あらき国 88-41E沼
・つつじ涯 88-0123
・生活環境課(浄化僧)87-2379 

〈ゴミ)87一∞15(し尿)88-2547
・布佐南近鍋センター 89-3740
・天王台北近隣センター日2-9988
・4畏戸近隣センター 83-5383
・湖北台市民センター 88-9927
・布佐市民センター 89-1193

|第33固我孫子市文化祭|

行事名 日 時 会樋

陣古 展覧室 竹月e∞2~〈日畠T~~4臼日〉

z 公民館

9:00-16∞ 

11同2日-4日
茶室 10:∞(1量T~5∞巴〉

民国・民園 1110月:∞3~日17(祝羽3 

バレ工畏匝
1刊u殴1月認t羽レ4曲~工日14刊17〈お日33自0~〉~ 〉

市

劃、思昭幽
民

回幽式会 竹叩月・∞4~日情(白。却〉 会

暗悼式会 竹9田却刊叶巳〈7白30〉 館

埠ラン R 191月ωお3~日17〈況・∞ 〉

刊Z9E同孫匝子1ト〈会日木16~~組.∞ メ6:日〉 島前実公

菊花展

湖刊9周北・α告Tト〈臼木白1 6~~: ∞ 火6〉B 広口8i湖1A E 

|製薬雲言宗踏襲IIボーイスカウト隊員II英会話入門講座生l
'日時竹月竹臼(白〉午前9時40 砂対象来隼度小学1年以上とZ証 炉対象爽会!o初級 (NHK続息

分から午後2時15分 る男手〈苔干名〉 俄爽箆〉程度の方

砂崩所 ・問い合わせ 県立我孫予

館学僚8(87)偲31

|実践倫理講演会[

砂申し込み往復ハガキlこ氏名、 惨さF習目 白週水P?1l日午後2筒1J'

生年同白、学俊8、学年、住所、 ら4筒、市民会館で

官官!o醤雪、保政者名を明記し、竹 惨申し込み・問い合わ世 I1、田監1

月308までに本町1の3の7濃沼 官 (88)4461

砂日時刊月17日〈工〉午前10時ガ 幸男方ボーイスカウト我孫子市通

告刊時30分(毒事b目線料〕
「
け
川
」

ま

一仇

賀

原
市
前
へ

J
l
-

た

者

壱

且

の

一
一極京一

n
で

手

川

容
師
叫

円
山
田
一
ま

讐

所

祖

慎

一
際
叫
ん
一
さ
で

と

の

手

全

m
m
}
一

犠

隠

入

郎

学

一
綿
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|言sm空講演会ld-ftぷぷ淳行22工22432222
砂日時竹月22日〈木〉午前10時か市文化センタ を優先とし、定員に満疋広いとさ

ら正午(入喝無料) 惨内容笠涯学習の賑興を図るだ 1<1:一般の方も受け巾けます〉

~U詰所 身障隠密香福祉センター めの騎演会 〈講師長島茂盤氏、 炉内容 BASICプログラミング

砂受講料 80∞円〈テキスト、フbテー マ 句、児のけいれんJ

砂講師 抱戸市立病院小児神経外

制医長中将仁氏

惨問い合わせ 同センター宮(88)

0141対当日、湖北駅北口迎え育り

〈午前9時46分〉 砂日時刊月17白〈主〉から旬日

I rn~Hì/l\Y l--ïI{ -Jvï'\fi I (月〉午前10閃かう午後4関市民バスケットボール大会|
'・掲所総戸友の家 (j白ffi逆井43

~日程 11月18日〈臼〉、 23日〈祝) 3-2) 

砂樋所市民体育館 惨入煽科大人ω0円(前売4∞同〉

砂診加費 1チ ム一般2沼∞円、 申高生2∞円ー小学生1∞同

高慢笠忙削円

米畏邦抱氏主主ど〉

路員の弓l率による場合に同盟る〉

ωt盟爆者健康手(f，l所筒音 141上記

(11-(311こ必嬰な介磁者 18

砂問い合わぜ 陣容福祉課

⑮③⑪⑧⑧  
り福祉の定めにとcp央学院高綬2

年6組織から5904円、 I司使極干!I:餐

員 会織から1万四の寄付ガありま

~問い合わ世 県叡育委員会生涯 ロッピ一代吉む〉

学習田原興課宮0472(23)4159 炉申し込み・問い合わせ 刊周6

|全国友の喜「蹴紐|…吋工観光院へ
創立:60周年記 | 
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惨問い合わ世 往会事型商探8(85) 砂問い合わぜ 吉田宮(82)ω27

11m l香取神社秋祭り|
第4回我孫子市絵画展

惨期間竹月竹臼〈日〉から18日(日l ら午後40寺〈雨天決行〉

午前9時から午後8筒、12日〈周〕 砂揖所 香取締社〈緑保育園限り〉

は体み。 18日〈日)1<1:午後4時まで

砂樋所市民会館

砂内容 もちつき大会、野菜のた

だき売り、子供の滋Uおど

位までの万

砂買盆巴額50∞同

砂申しi且み問い合わせあらさ

悶8(88)4188

|利根町職員|

砂問い合わ世社会敏育課n(85) 炉問い合わゼ 償山宮(82)1852

15T |近隣センター文化祭|
市民剣道大会

砂受駿資格 主木系の学筏を卒捜

〈来春卒鍵見込み含む〉の苔で、昭

犯35年4月2日から46年4用 18

までに生まれ疋者

・・鼠駿肉容 主木のE車内試犠及び

惨日時 11月10日〈土〉午後守時ガ 叡俊民験、試駿臼12月6日(木〉

ら6筒、竹田〈巴)午前9時から午 惨申込期間 11月15日刀ら30日

砂日碕 11同25日〈日〉午前9時

炉鋼所 市民体育館

砂彊目小学慎低学年，高学年

中学俊男女、高 俊 男 女 〈 一 般

含〉、男子3段まで、4段以上

後4時

惨問い合わ世天王台北地区まち

づくり協餓会8(82)9988

砂問い合わせ 利恨町役侶総務腕

宮 0297(68)2211

|ひまわりダンサークラブ会員|惨害事加貿信・@加賀 市内在住、 @布佐南近隣センター会信

在勤、在学者、1人200向 〈 小 申 惨巴筒展示の郎竹月刊日〈工〉 険対象社交ダンスを始めだい方

学生100円〉 刊巳(白〕午前108奇から午後4筒 惨日時 11月8日より包週木曜日

砂申し込み問い合わ世ハガキ 発表の部竹月18白〈巴〉午前10筒か 午後7時かう9時

に住所、氏名、年齢、性別、電信 う午後5時 砂燭所主に恨戸近鱗センタ

番号、段位を明記し11月10日まで 惨問い合わゼ布佐南地区まちづ 砂金貫入会盆15∞用、月25∞円

に否位111-6山岸恒夫8(82)2ω0 くり協強会ft(89)3740 ~連絡先 染谷8(82)3704

しだ@

お詫びと訂正 [<:'J我孫子高舵年巨組織から福祉

旬開6日号3面恒物図鑑の制中、|の疋めlこと2万9661同の替問ガあ

|りましだ。
っしツポ」とあるのは「ツルボJの議 l

りです。お詫びして訂正します。

1木 |崎量制=市民栂厳重10∞-15∞
|世健康相蚊=つつじ珪10∞~竹 30

8刑事鵠E:努箆君!arHZ∞
9金 |回平雌4齢市民相槌 10∞-15∞

14別法務認路市民側室10∞-15∞
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